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令和６年度 事業報告 

令和５年度発行の「労働力調査」（総務省）によると、65 歳以上の就業者

数は 20 年連続で前年を上回って過去最高となり、高齢者の就業意欲の高まり

を見ることができます。年齢に関わらずそれぞれの意欲や能力に応じて、経

済社会における様々な活動に参画する多様な機会を確保し、その能力を十分

に発揮できる環境を創っていく重要性がますます高まっています。 

このような中で、令和６年度は、第３次中期計画最終年度として、事業の

拡充・見直しに取り組みました。６月から会員専用サイト「Smile to Smile」

を活用した就業情報等の提供を開始しました。また、５月以降、「シルバーサ

ロン」を区内４箇所で開催し、地域住民同士の交流の機会を提供しました。

シルバーサロン内では、スマートフォンの基本的な使い方について相談でき

る「スマホ使い方相談」を新たに開始し、地域におけるデジタルデバイド

（注 1）の是正に取り組みました。また、９月には東京しごと財団の「令和６

年度安全就業優良センター」に選ばれ、安全大会において取組事例を発表し

ました。11 月にはプレシニア世代の区民を対象に「お金」と「健康」をテー

マにした講演会を大田区と共催しました。 

このように、令和６年度事業計画や第３次中期計画のもと、各事業を推進

してきた結果、会員数については、令和６年度末現在 3,160 人で、中期計画

の目標値 3,200 人には届きませんでしたが、前年度と比較し、66 人の増とな

りました。契約金額について、請負・委任業務では 896 百万円、前年度と比

較し、24 百万円の減額となりました。また、シルバー派遣では、196 百万円、

前年度と比較し、26 百万円の増額となりました。両者を合計した契約金額は、

1,091 百万円と前年度を 3 百万円上回り、中期計画の目標 1,039 百万円を 52

百万上回りました。 

令和７年度から令和９年度を計画期間とする第４次中期計画を策定しまし

た。この中期計画では、５点の基本方針を掲げ計画の柱としました。令和７

年度からは、この計画に基づいて事業活動を行ってまいります。 
 

（注1） デジタルデバイド：デジタル技術を扱うことができる人とできない人との間に生じ

る格差 
 

（１） 就業開拓事業を強化し、会員増強に取り組みます。 
（２） 会員の健康・安全を確保します。 
（３） 会員と地域高齢者との交流の場を整備し、高齢者の生きがいづくりに

取り組みます。 

 （1）令和６年度事業報告 



 

（４） 会員・職員の資質の向上に努めます。 
（５） 会員、発注者の期待に応える、満足度の高いサービスの提供を目指し

ます。 
（６） DX（デジタルトランスフォーメーション）に取り組みます。 

 

＜令和６年度の目標数値と実績＞ 

項  目 目標数値 実 績 
会員数 3,200 人 3,160 人 

契約金額（請負・委任） 887 百万円 896 百万円 

契約金額（シルバー派遣） 152 百万円 196 百万円 

契約金額（合計） 1,039 百万円 1,091 百万円 

 
＜会員数及び契約金額の年度別一覧表＞           (単位：人、千円)  

項 目 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

会 員 数 3,096 3,026 3,093 3,094 3,160 

契約金額 
（請負・委任） 836,766 831,202 861,066 919,403 895,606 

契約金額 
（シルバー派遣） 107,589 141,554 142,503 169,245 195,651 

契約金額 
（合計） 944,355 972,756 1,003,569 1,088,648 1,091,257 

 

① ６月に会員専用ホームページ「Smile to Smile」を導入し、受注情

報の発信を強化することで、会員に仕事の情報を速やかに届ける仕

組みをつくりました。 

② 就業開拓業務では、デジタルデバイスを駆使し、就業開拓員と事務
局が最新の顧客情報を共有することで、効率的かつ効果的に業務に

取り組みました。 

③ 業種・職種を絞った就業開拓活動を実施し、新規顧客獲得へのアプ
ローチを強化しました。新規顧客延3,475件に対する訪問活動を実施

しました。 

④ 企業・団体を中心に既存顧客300件に対し、フォローアップ訪問を行

い、現契約における問題等の解消に取り組みました。 

⑤ 就業開拓推進員が会員情報を分析したり、月１回ハローワークを訪
問し求人情報を取得したりすることにより、戦略的な就業開拓に取

り組みました。 

⑥ 大田区との情報の受発信を強化し、７件の新規業務を受注しました。 

 

⑦ シニアワーク連絡会に２回参加し、大田区、ハローワーク、大田区
いきいきしごとステーション等と情報交換をすることで、労働市場

の動向を把握し、就業開拓戦略の立案に活用しました。 

⑧ ちょこっとサービスについて、高年齢会員を対象に登録会員の拡大
を図りました。 

⑨ 就業体験（マンション清掃、除草、家事援助）を計13回（計21人参

加）実施し、マッチングの強化を図りました。 

⑩ 東京しごと財団と連携し、「トライアル就業」に取り組み、５件を
マッチングさせました。 

 

① 入会希望者が、ホームページで入会説明動画を閲覧できる「Web入会

説明会」を引き続き実施し、123人が入会しました。 

② LINE広告（４月、10月、２月）、YouTube広告、チラシの新聞折込広

告（６月、10月、11月、1月）を掲出しました。また、区報（４月、

５月、10月、11月、２月）、区設掲示板へのチラシ掲出（４月、10

月、11月、１月、２月）など、多様な媒体を用いることでPR対象を

広げ、入会促進を図りました。 

③ LP（ランディングページ：センターの概要が１ページに集約された

Webサイト）を10月から試行的に実施しました。SNS広告からLPに誘

導し、Webサイトで入会説明・登録会の予約を行える仕組みを構築し

ました。LPから予約した参加者の内30人が入会しました。 

④ ４月に入新井集会室、10月に田園調布せせらぎ館、２月に池上会館

で入会説明・登録会を出張開催し、計64人が入会しました。 

⑤ センターの広報誌やリーフレットを関係機関の窓口に設置したり、
イベントで配布したりすることで、会員募集に取り組みました。 

⑥ 未就業会員の相談を受ける機会を設けるために、職員等による未就
業相談会を継続して実施しました。５月、８月、11月、12月、２月

の計５回実施（延48人参加）し、就業や社会貢献活動の情報提供を

行うことにより、退会抑止を図りました。 

⑦ 会員相互の情報交換や交流、及び会員と地域高齢者の交流を目的と
したシルバーサロンを４箇所（大森、調布、蓮沼、六郷）で再開し

ました。シルバーサロンにおける様々な講座等の開催を通して会員

満足度を高め、地域高齢者との交流を深めました。 

⑧ ５月にハローワークで失業保険の手続きに来所した区民を対象に、
入会に関する情報を提供しました。また、３月にはグランデュオ蒲

田３階東西連絡通路でブースを運営し、会員募集に取り組みました。 

⑨ ７月に保育補助業務講習会と入会説明・登録会を同時開催し、11人

が入会しました。 



 

⑦ シニアワーク連絡会に２回参加し、大田区、ハローワーク、大田区
いきいきしごとステーション等と情報交換をすることで、労働市場

の動向を把握し、就業開拓戦略の立案に活用しました。 

⑧ ちょこっとサービスについて、高年齢会員を対象に登録会員の拡大
を図りました。 

⑨ 就業体験（マンション清掃、除草、家事援助）を計13回（計21人参
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⑩ 東京しごと財団と連携し、「トライアル就業」に取り組み、５件を
マッチングさせました。 

 

① 入会希望者が、ホームページで入会説明動画を閲覧できる「Web入会

説明会」を引き続き実施し、123人が入会しました。 

② LINE広告（４月、10月、２月）、YouTube広告、チラシの新聞折込広

告（６月、10月、11月、1月）を掲出しました。また、区報（４月、

５月、10月、11月、２月）、区設掲示板へのチラシ掲出（４月、10

月、11月、１月、２月）など、多様な媒体を用いることでPR対象を
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③ LP（ランディングページ：センターの概要が１ページに集約された

Webサイト）を10月から試行的に実施しました。SNS広告からLPに誘

導し、Webサイトで入会説明・登録会の予約を行える仕組みを構築し
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の計５回実施（延48人参加）し、就業や社会貢献活動の情報提供を
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が入会しました。 



 

ベル別で実施しました。 

⑤ 「お客様満足度調査」を実施し、顧客等の現状・ニーズを把握しま
した。また、「未就業会員調査」を実施し、未就業会員の傾向を分

析しました。 

 

① センターの活動を広く周知するため、広報誌を毎月１回、年12回発

行しました。また、会員拡大広報誌として７月号と10月号に会員募

集記事を掲載しました。蒲田法人会の会報誌に同封する形式で、法

人会員に10月号と１月号を送付しました。 

② 11月に「OTAふれあいフェスタ2024」に参加し、センターのPRを行い

ました。 

③ 区本庁舎等の窓口モニター（26ヵ所）にデジタル広告を掲出しまし

た。大田区役所本庁舎のインフォメーション広告、京急バスと東急

バスの車内アナウンス広告を継続して実施しました。また、10月、

区内の駅構内（JR２駅、京急線２駅、東急線10駅14か所）にセンタ

ーのポスターを２週間掲出しました。 

④ ４月、10月、２月に大田区内の60歳以上を対象にLINE広告を掲出し

ました。YouTube広告（通年）とバスの車体側面広告（京急バス：半

年間、東急バス：１年間）、東急バスの車内ディスプレイ広告を継

続して掲出しました。 

⑤ 11月に広報委員会を中心に大田区産業プラザPiOにおいて「いきいき

シルバーフェア2024」を開催し、センターのPRを行いました。企業

等の講演会、体験コーナー、職群PR展示、会員の作品展示、社会活

動サークル等の紹介、入会や仕事の相談、懇談コーナー等を実施し

ました。広報誌やリーフレットを配布し、入会の相談も受け付けま

した。 

⑥ 10月、１月、３月に大田区役所1階でパネル展示を行いました。３月

にはグランデュオ蒲田の３階東西連絡通路でセンターの事業のPRを

行いました。 

 

① 11月に「プレシニア向け『お金』と『健康』セミナー」（区民を対

象にしたシニアの生活に役立つ情報を提供するセミナー）を大田区

と共催し、51人が参加しました。 

  

 

① 事故原因の徹底分析と再発防止対策の検討を行い、全会員へ共有す
ることで、注意喚起を図りました。会員の事故件数減少のため、年

１回ヒヤリハット情報を収集・分析し、全会員にフィードバックし

ました。 

② 計画に基づき（７月・11月の強調月間中は月５回、その他の月は月

２回の計30回）、パトロールを実施しました。就業会員に対し、一

人KYの徹底を図るため、KY自問自答カードの活用を促しました。ま

た、パトロール対象となった案件の就業会員に結果を伝え、事故の

未然防止に役立てました。 

③ ３月に田園調布警察署と田園調布消防署の協力を得て、交通安全講
習会とAED使用法講習会を同時開催し、18人が参加しました。 

④ 適正・安全委員会と会員開発委員会が連携し、安全就業に関する研
修動画を作成しました。 

⑤ 健康診断の受診を奨励し、会員が自身の体調を把握して就業できる
体制をつくりました。 

⑥ 区民（会員を含む）を対象に、体力測定会（６月、１月）を開催
し、計55人が参加しました。健康運動教室（11月、２月２回、３月

の計４回）を開催し、体力維持及び運動機能の向上のきっかけを提

供しました。 

⑦ 適正就業ガイドラインの内容を遵守し、会員、発注者へ周知しまし
た。 

 

① あらゆる職群で必要となる知識（接遇・人権・個人情報保護・非行
及びハラスメント防止）を学ぶ「就業基礎研修」を11月に４回実施

し、計133人が参加しました。 

② 「マンション清掃・安全研修」を６回（計45人参加）、「清掃基

礎・安全研修」を５回（計44人参加）、「ハウスクリーニング研

修」を４回（計30人参加）、「植木の剪定基礎（低木）研修」を４

回（計43人参加）実施しました。また、上級者向けの「経験者向け

清掃研修」を２回（計14人参加）実施し、会員が理解度、技量に合

った研修を選択して受講できる体制を構築しました。 

③ 接遇等に関する研修動画を作成し、Web研修ページに掲載することで

会員が自宅に居ながら学べる環境を整えました。 

④ 就業会員の養成を目的に「就業会員養成セミナー」を実施しました。
９月に「身だしなみセミナー」を１回、11月に「調理セミナー」を

１回実施しました。「一般事務セミナー」は昨年度（４回）よりも

回数を増やし、年６回（６月、７月、10月、11月、１月、２月）レ



 

ベル別で実施しました。 

⑤ 「お客様満足度調査」を実施し、顧客等の現状・ニーズを把握しま
した。また、「未就業会員調査」を実施し、未就業会員の傾向を分

析しました。 

 

① センターの活動を広く周知するため、広報誌を毎月１回、年12回発

行しました。また、会員拡大広報誌として７月号と10月号に会員募

集記事を掲載しました。蒲田法人会の会報誌に同封する形式で、法

人会員に10月号と１月号を送付しました。 

② 11月に「OTAふれあいフェスタ2024」に参加し、センターのPRを行い

ました。 

③ 区本庁舎等の窓口モニター（26ヵ所）にデジタル広告を掲出しまし

た。大田区役所本庁舎のインフォメーション広告、京急バスと東急

バスの車内アナウンス広告を継続して実施しました。また、10月、

区内の駅構内（JR２駅、京急線２駅、東急線10駅14か所）にセンタ

ーのポスターを２週間掲出しました。 

④ ４月、10月、２月に大田区内の60歳以上を対象にLINE広告を掲出し

ました。YouTube広告（通年）とバスの車体側面広告（京急バス：半

年間、東急バス：１年間）、東急バスの車内ディスプレイ広告を継

続して掲出しました。 

⑤ 11月に広報委員会を中心に大田区産業プラザPiOにおいて「いきいき

シルバーフェア2024」を開催し、センターのPRを行いました。企業

等の講演会、体験コーナー、職群PR展示、会員の作品展示、社会活

動サークル等の紹介、入会や仕事の相談、懇談コーナー等を実施し

ました。広報誌やリーフレットを配布し、入会の相談も受け付けま

した。 

⑥ 10月、１月、３月に大田区役所1階でパネル展示を行いました。３月

にはグランデュオ蒲田の３階東西連絡通路でセンターの事業のPRを
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① 11月に「プレシニア向け『お金』と『健康』セミナー」（区民を対

象にしたシニアの生活に役立つ情報を提供するセミナー）を大田区

と共催し、51人が参加しました。 

  



 

① 会員の地域ブロック活動として、環境美化活動を 48 回実施しました。 

② ちょこっとサービス事業（65歳以上の高齢者世帯に対するごみ捨て、

電球交換等）に取り組み、年間263件の実績がありました。また、た

すかるサービス事業（植木の水やり、粗大ごみの搬出等）について

は、年間 557 件の実績がありました。 

③ 地域ブロック活動として、特別出張所及び地域団体主催イベントの
ボランティアに積極的に参加しました。 

④ 区内４箇所でシルバーサロンを実施し、地域高齢者の交流の場を創
出するとともに、「スマホ使い方相談」を実施することで、スマー

トフォンに慣れる場を提供しました。 

 

① 補助金等を有効活用し、事業を安定的、効率的に展開しました。 

② 蒲田分室が担当する職種を希望する会員に対し、蒲田分室職員が声
かけし、随時就業相談を実施することで、就業会員の確保を図りま

した。 

③ タブレット端末を活用することで、理事会等の会議を効率的に運営
しました。 

④ 会員専用ホームページ「Smile to Smile」を導入し、就業条件をス

マートフォン等で会員が自ら確認できる「デジタル明示」の仕組み

を整え、フリーランス新法へ対応できる体制を構築しました。 

⑤ 組織運営に必要な知識を得るための役員向け研修を２回実施しまし
た。 

⑥ 東京しごと財団等の研修や当センターで企画した研修に、職員が延
195人参加しました。職員の参加を励行することにより職員の能力の

向上、人材育成に努めました。 

⑦ 第４次中期計画策定委員会を設置し、計画を策定しました。 

 

   入会説明・登録会は、本部での通常開催に加え、区内３ヵ所で出張入会

説明・登録会を開催しました。また、Web 入会を利用した入会者が 123 人

となり全体の 22.57％を占めました。前年度と比較し、入会者は 84 人増加

し、退会者は19人増となりました。会員数は66人増加し、平均年齢は0.1

歳増となりました。 

項 目 令和６年度末 令和５年度末 増減 前年度比 

会員数 3,160 人 3,094 人 66 人増 102.13% 

 男性 1,791 人 1,776 人 15 人増 100.84% 

 女性 1,369 人 1,318 人 51 人増 103.87% 

 

 

項 目 令和６年度末 令和５年度末 増減 前年度比 
会員の平均年齢 75.5 歳 75.4 歳 0.1 歳増  

男性 76.2 歳 76.0 歳 0.2 歳増  

女性 74.6 歳 74.5 歳 0.1 歳増  

＜令和６年度末の入退会者数は以下のとおり＞ 
項 目 令和６年度末 令和５年度末 増減 前年度比 

入会者数 545 人 461 人 84 人増 118.22%    

退会者数 479 人 460 人 19 人増 104.13%  

 

令和６年度末の受託件数・契約金額（請負・委任）は、下表のとおり

です。「公共」と「民間」の契約金額の割合は、「公共」54.72％（前年度

55.16％）、「民間」45.28％（前年度 44.84％）で、前年度と比較し、「民

間」が 0.44 ポイントの増加となりました。 

項 目 令和６年度末 令和５年度末 増減 前年度比 
受託件数 17,051 件 17,746 件 695 件減 96.08％ 

  公共 3,517 件 3,606 件 89 件減 97.53％ 

  民間 13,534 件 14,140 件 606 件減 95.71％ 

契約金額 895,606 千円 919,403 千円 23,796 千円減 97.41％ 

  公共 490,068 千円 507,171 千円 17,103 千円減 96.63％ 

  民間 405,538 千円 412,232 千円 6,693 千円減 98.38％ 

 

シルバー派遣事業は、令和６年度に９年目を迎えました。区立・私立

保育園での保育補助業務やスーパー店舗での各種業務、介護施設での軽

作業、工場での加工・組立業務に加え、新たに企業等での各種事務業務、

ガソリンスタンドでの軽作業、免税店での販売補助業務、企業での製品

出荷業務等、多様な業務を受注しました。着実に実績を積み重ね、令和

６年度の契約金額は前年度比で 115.60％でした。特に、職業分類上、事

務的職業に分類される受注の契約金額は前年度比で 157.57％でした。な

お、公益財団法人東京しごと財団からセンターが受け取った令和６年度

の事務委任手数料は、22,748 千円（税込）でした。 

項 目 令和６年度末 令和５年度末 増減 前年度比 
受注件数 334 件 278 件 56 件増 120.14％ 

契約金額 195,651 千円 169,245 千円 26,405 千円増 115.60％ 

 

令和６年度の請負・委任就業実人員は1,688人で令和５年度の1,737人

と比べ、49人減少しました。派遣就業実人員は328人で令和５年度の369

人に比べ41人減少しました。請負・委任、派遣の重複が78人いたため全

体の就業実人員は 1,938 人となりました。 

 



 

項 目 令和６年度末 令和５年度末 増減 前年度比 
会員の平均年齢 75.5 歳 75.4 歳 0.1 歳増  

男性 76.2 歳 76.0 歳 0.2 歳増  

女性 74.6 歳 74.5 歳 0.1 歳増  

＜令和６年度末の入退会者数は以下のとおり＞ 
項 目 令和６年度末 令和５年度末 増減 前年度比 

入会者数 545 人 461 人 84 人増 118.22%    

退会者数 479 人 460 人 19 人増 104.13%  

 

令和６年度末の受託件数・契約金額（請負・委任）は、下表のとおり

です。「公共」と「民間」の契約金額の割合は、「公共」54.72％（前年度

55.16％）、「民間」45.28％（前年度 44.84％）で、前年度と比較し、「民

間」が 0.44 ポイントの増加となりました。 

項 目 令和６年度末 令和５年度末 増減 前年度比 
受託件数 17,051 件 17,746 件 695 件減 96.08％ 

  公共 3,517 件 3,606 件 89 件減 97.53％ 

  民間 13,534 件 14,140 件 606 件減 95.71％ 

契約金額 895,606 千円 919,403 千円 23,796 千円減 97.41％ 

  公共 490,068 千円 507,171 千円 17,103 千円減 96.63％ 

  民間 405,538 千円 412,232 千円 6,693 千円減 98.38％ 

 

シルバー派遣事業は、令和６年度に９年目を迎えました。区立・私立

保育園での保育補助業務やスーパー店舗での各種業務、介護施設での軽

作業、工場での加工・組立業務に加え、新たに企業等での各種事務業務、

ガソリンスタンドでの軽作業、免税店での販売補助業務、企業での製品

出荷業務等、多様な業務を受注しました。着実に実績を積み重ね、令和

６年度の契約金額は前年度比で 115.60％でした。特に、職業分類上、事

務的職業に分類される受注の契約金額は前年度比で 157.57％でした。な

お、公益財団法人東京しごと財団からセンターが受け取った令和６年度

の事務委任手数料は、22,748 千円（税込）でした。 

項 目 令和６年度末 令和５年度末 増減 前年度比 
受注件数 334 件 278 件 56 件増 120.14％ 

契約金額 195,651 千円 169,245 千円 26,405 千円増 115.60％ 

 

令和６年度の請負・委任就業実人員は1,688人で令和５年度の1,737人

と比べ、49人減少しました。派遣就業実人員は328人で令和５年度の369

人に比べ41人減少しました。請負・委任、派遣の重複が78人いたため全

体の就業実人員は 1,938 人となりました。 

 



 

令和６年度の年間就業率は 53.42％となり、前年度から 2.72 ポイント

減少しました。また、シルバー派遣事業を含めた年間就業率は 61.33％と

なり、前年度から 2.83 ポイント減少しました。 

※ 就業率：全会員中どれくらいの人が就業したかを示す数値 
（就業実人員÷会員数×100 で算出） 

 

① カルチャー講座 
項 目 令和６年度 令和５年度 増減 前年度比 
受注金額   237 千円   148 千円  89 千円増   159.84% 

 

大森西作業所で部品の組み立て・包装作業を実施しました。受注金額

は、1,690 千円、前年度比で 72.22％となりました。 

 

家事援助・子育て支援事業説明会「レッツトライ!家事援助!!」を計５

回開催し、16 人の会員が参加しました。また、どの様な就業であるかを

個人家庭で体験する「就業体験」を随時行い、８人の会員が参加しました。 

家事援助就業会員同士が事例を共有したり悩みを相談したりする交流

会「かこサロ」を計５回開催し、37 人の会員が参加しました。 

家事援助サービス及び子育て支援サービスの受注金額は 29,058 千円で、

前年度比 96.34％となりました。 

 

   65 歳以上の高齢者世帯を対象に、ごみ出しや電球交換などの簡単な日常

のサービスを行いました。 

項 目 令和６年度 令和５年度 増減 前年度比 
受注金額 716 千円 1,051 千円 336 千円減 68.07% 

件  数 263 件 257 件 6 件増 102.33% 

  

令和６年度事業報告に、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施

行規則第 34 条第３項に規定する「事業報告の附属明細書」として記載する

べき事業報告の内容を補足する重要な事項はありません。 

 

※契約金額の増減額と前年度比は、実数で計算した後に四捨五入処理をしています。 

※単位が百万円、千円の場合は小数第１位を、単位が％の場合は小数第３位を四捨

五入しています。 


